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正 1922.2 發表於雜誌『良婦之友』)、「仙人」(1922.4 發表於雜誌雑
誌『毎日假期』)、「小白」(1923.8 發表於雜誌『女性改造』)等 8 部
作品，普遍被認為是兒童文學作品創作。 














Juvenile literature works of Ryunosuke Akutagawa from the 
viewpoint of the history in Japanese modern juvenile 
literatures; Concerning about the application to Japanese-language 
education in Taiwan 
Tseng Chiu-kuei 




Japanese writer Ryunosuke Akutagawa has created the historical 
romance, the contemporary novel, the autobiographical novel, and the 
juvenile literature work. His juvenile literature works include eight 
works.  
However, we has really a doubt about "God of aguni" with the 
murder scene and can bear reading for children in eight works or not. 
Then, this thesis has arranged the process into which juvenile literature 
developed in Japan. This thesis has clarified the location of the juvenile 
literature magazine 'Red bird' that Akutagawa had chiefly published in 
the history of development. And, this thesis has searched for the intention 
through the entire eight works. At the same time, this thesis has tried the 
investigation of Akutagawa's juvenile literature work to the trait. In 
addition, this thesis has presented the application to Japanese-language 
education. in Taiwan. 
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(1921.1 雑誌『赤い鳥』) 、「三つの寶」(大正 1922.2『良婦之友』)、
「仙人」(1922.4 雑誌『サンデ－毎日』)、「白」(1923.8『女性改造』)































 8 作品中、『蜘蛛の糸』以下の 5 作品は、鈴木三重吉が大正７年



























 大藤幹夫によると、日本の児童文学の歴史は明治 24 年（1891 年）
1 月 3 日に出版された巌谷小波（1870-1933）の『こがね丸』（博文
館）に始まった6。一方、その 40 日ほど前に出された三輪弘忠『少
























11同前掲大藤幹夫書 P16  
12同前掲大藤幹夫書 P17  
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『文学』昭和 36 年 10 月）を引用して、『赤い船』の持つ感傷的な作
風17を明示した。また、「「赤い船」の筋はつかみがたい」との瀬田








                         
13鳥越信編（1982）『鑑賞日本現代文学第 35 巻児童文学』角川書店 P17 
14例えば、大藤幹夫書に引用した関英雄（「児童文学の「近代」『近代文学』昭和



































































                         
29同前掲大藤幹夫書 P29 










33同前掲大藤幹夫書 P30 では、松居直『子どもと文学』（1960 年中央公論社）の
見解に触れた。 
34同前掲大藤幹夫書 P31 では、鳥越信『日本児童文学』（1974 年 3 月）の見解に
触れた。 
35同前掲大藤幹夫書 P31  
36同前掲大藤幹夫書 P32 では、千葉省三「あのころのこと」『新選日本児童文学


















































































『赤い鳥』は 1918 年に月刊誌として刊行され、1929 年 3 月刊行
後から休刊し、1931 年に月刊誌として復刊後、1936 年 6 月に三重吉













３．賞罰の応報から見た芥川児童文学 8 作品の検討 
 では、芥川の児童文学 8 作品を第 1 作品「蜘蛛の糸」から見よう。
                         
58同前掲鳥越信編書 P5。終戦後の児童文学の発展に詳しく触れている『児童文
学の世界国文学解釈と鑑賞』（1983 年 11 月号）、『特集検証戦後児童文学 50 年日


















































































第 4 作品の「杜子春」は、3 人称の語り手が語った、杜子春が仙
人になろうとした失敗談で、6 部分によって構成されている。財産
を使い尽くし生活に困っている主人公杜子春に、「鐵冠子」という老





































































































































































蜘蛛の糸 × 罰→賞→罰 ○（1 回限
り） 
○ ※ 
犬と笛 ○ 賞→罰→賞 ○ ○ ○ 
魔術 × 賞→罰 × ○  
杜子春 ○ 賞→罰と賞 ○（繰り返
し） 
○ △ 
アグニ神 ○ 罰→罰→賞 ○ - ○ 
三つの寶 ○ 罰→罰→賞 ○ ▲（国王） ○ 
仙人 ○ 罰→罰→賞 × - ○ 
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